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緊急時対応力向上のためのノンテクニカルスキル
向上訓練および評価に関わる基本的な枠組みの提案
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背  景 
 東北地方太平洋沖地震の影響による未曽有の原子力発電所事故の発生を契機に，非常

時のみならず緊急時対応力の向上に資する訓練とその効果を評価する手法の導入が求め

られている。近年では，業務を担う基本要件となる専門的技能（テクニカルスキル）の

訓練のみならずノンテクニカルスキル（NTS）注 1の重要性が認められ，緊急時において

はより効果的に NTS を発揮することが求められることから，航空分野をはじめとして医

療分野等においては実践的な NTS 訓練が導入されている。また，近年では原子力分野に

おいても NTS 向上訓練は緒についている。 

目  的 

 緊急時対応を向上させるための NTS 向上に資する訓練を原子力発電所に導入する際

に検討すべき優先課題を調査に基づいて抽出し，その解決に向けての方向性を示す。 

主な成果 

1. ノンテクニカルスキルに着目した訓練の調査 

 過去より実践的なNTS向上訓練を導入している航空業界のCRM訓練注 2と原子力発電

分野における NTS 向上訓練の調査を行い，訓練手法の現状比較を行った。 

 結果，今後実践的な NTS 向上訓練を原子力発電所に導入するには，原子力発電所に必

要な NTS の明確化を図ることが前提であり，その上で NTS 向上のための基本的な枠組

みを示すことおよび訓練の効果を測る NTS の評価手法を作成することが，最初に解決す

べき課題であることが分かった（表 1）。 

2. NTS 向上のための基本的な図上演習の枠組みの提案 

 現在実施されているシミュレータ訓練，防災総合訓練等に加え，NTS を向上させるこ

とが期待でき，簡易に訓練を実施できる図上演習を取り入れるべきであると考えた。そ

して，3 種の図上演習と個々の NTS 向上の可能性との関連性について検討し，今後の図

上演習の枠組みを提案した（表 2）。 

3. NTS 向上訓練を導入する際の課題の提示 

 原子力発電所における緊急時に必要な NTS の評価方法を考察する上で基礎となる NTS

行動指標を例示するとともに，具体的な評価手法を導入する際の課題を提示した（表 3）。 

今後の展開 
 実践的な NTS 向上訓練の導入に資するため，今回提示した導入時の課題を踏まえ，電

力会社の協力を得て，原子力発電所に必要な NTS の明確化を図り，NTS の評価手法お

よび訓練手法を考案する。  

原 子 力 発 電



表 1 ノンテクニカルスキルに着目した訓練の調査結果 

     訓練名称 
 
訓練内容 

航空 CRM 訓練 (一社)原子力安全推進協会 管理者研修 日本原子力発電(株)
連携訓練 「安全意識向上セミ

ナー」 
「運転員ソフトスキ
ル向上訓練」 

対象と 
する 
ﾉﾝﾃｸﾆｶﾙ 
ｽｷﾙ 

状況認識 ・全て対象 
・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟはﾁｰﾑﾜｰ
ｸに統合。ｽﾄﾚｽ管理と
疲労への対処を合わ
せてﾜｰｸﾛｰﾄﾞ管理と
しており全 5 種。 
・座学･集団討議･ﾛｰ
ﾙﾌﾟﾚｲを1 ｾｯﾄとして
実施。 

座学･集団討議 座学･集団討議 
ロールプレイ 

訓練設定上は対象と
するﾉﾝﾃｸﾆｶﾙｽｷﾙを明
確にしていない 意思決定  同上 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 座学･集団討議  

ﾁｰﾑﾜｰｸ  同上 

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ   

ｽﾄﾚｽ管理  同上 

疲労への対処   

ﾉﾝﾃｸﾆｶﾙｽｷﾙ 評価手法 振り返り時に行動指
標で評価 

今後の課題 不明 今後の課題 

注：同じﾉﾝﾃｸﾆｶﾙｽｷﾙの要素に対して，異なった訓練手法が適用されている。また，評価手法が定まっていない。 

 

表 2 ノンテクニカルスキルの観点に基づく緊急時対応訓練の拡充のための図上演習の枠組み 

図上演習のタイプ 

ノンテクニカルスキルのカテゴリー 

注：各方策によって向上が期待できるノンテクニカルスキルについて，以下の凡例に基づき表中に記号を記した。 

◎＝大きく向上が期待可能，○＝向上が期待可能，△＝若干の向上が期待 

ワークショップ型：イメージの構築に加え，参加者間の討議により情報の収集・処理・発信の向上を目指す 
表の見方：コミュニケーションを向上させるためには，シミュレーション型の訓練を行う。意思決定を向上させる

には，シミュレーション型が最適であるが，ワークショップ型でも若干の向上が期待できる。状況認識につい

ては，3 つの図上演習による効果は同等であるが，被訓練者の経験・意識の高低および訓練時間などの物理的

な制約の大小を勘案して，イメージトレーニング型，ワークショップ型，シミュレーション型を選択する。 
 

表 3 ノンテクニカルスキルに着目した評価手法を導入する際の課題 

 課 題 

対象組織 A) 対象となる組織を特定する（例えば，緊急対策本部のみ，中央制御室のみ，あるいは

緊急対策本部と中央制御室間をまとめてチーム見る等） 
評価の場面と対象者 B) 発生事象進展にあわせたフェーズ区分の設定 

C) フェーズ毎に評価すべき人と行動の特定 
具体的な評価法 D) 原子力発電所の実態に合った行動指標の設定 

E) 上記 A)～D)を踏まえた評価シートの作成 
評価者 F) 評価者の育成および資格管理 
評価結果の扱い G) 評価結果のフィードバック方法の設定 

 
注 1） テクニカルスキルを補って完全なものとする認知的，社会的，そして個人的なリソースとしてのス

キルであり，安全かつ効率的なタスクの遂行に寄与するもの（コミュニケーション，意思決定等）。 
注 2） CRM（Crew Resource Management）訓練は，過去には Cockpit Resource Management 訓練と呼ばれて

いた。1980 年頃からコミュニケーションやリーダーシップの重要性に着目した訓練が行われ，各航
空会社に取り入れられ，現在も改良・発展している NTS 向上を目的とした体系的な訓練手法。 
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認知的技能 社会的技能 ワークロード管理 

状況認識 意思決定 
コミュニ 
ケーショ

ン 

チーム 
ワーク 

リーダー 
シップ 

ストレス 
管理 

疲労への 
対処 

イメージトレーニング型 ○     △ △ 

ワークショップ型 ○ △    △ △ 

シミュレーション型 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 


